
＜定義＞

【39】せん妄ハイリスク患者ケア実施率

（分子）分母のうち、せん妄ハイリスク患者ケアを実施し た患者数

（分母）新規入院患者のうち70歳以上、または、入院中 に全身麻酔手術のあった患者数

＜コメント＞

高齢患者さんや全身麻酔後の患者さんではせん妄状態となり、治療が妨げられたり、転倒による骨折などの合併症を起こしやすくなります。

そのためせん妄リスクの高い患者さんでは、医師、看護師、薬剤師等が連携してせん妄リスク因子を確認し、様々な対策を行うといった患者ケアを行って

おります。

この指標はせん妄ハイリスクである高齢または全身麻酔後の患者さんのうちせん妄ハイリスクケアを行った割合を示しています。

患者さんの速やかかつ安全な医療のために指標の改善に努めてまいります。
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（当院）2020年度 ～ 2024年度における当院のデータ

（全国）2020年度 ～ 2024年度に実施した病院の中央値 （2025/04/25時点）


